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平成 27年度 第２回大井町総合教育会議 会議録 

 

招 集 年 月 日 平成２８年２月１７日（水） 

招 集 場 所 大井町役場 ３階 ３０１・３０２会議室 

開 会 日 時 平成２８年２月１７日 １３時２５分 

閉 会 日 時 平成２８年２月１７日 １４時４０分 

出 席 し た 構 成 員 

大 井 町 長  間 宮 恒 行 

大井町教育委員会 

教育委員長  石 井 孝 典 

  委員長職務代理者  橋 本 淑 子 

  教 育 委 員  牧 野 誠一郎 

  教 育 委 員  中 條 政 夫 

  教 育 長  夏 苅 一 壽 

欠 席 し た 構 成 員  

事 務 局 
総務安全課長   露木  均 

総務安全課主査  北村 竜也 

説 明 の た め 

出 席 し た 者 

教育総務課長      石井 浩二 

学校給食センター所長    橋本多恵子 

生涯学習課長      橋本 嘉之 

教育総務課主幹     諸星 哲央 

教育総務課指導主事   秦 睦美 

生涯学習課社会教育主事 遠藤 友樹 

会 議 に 付 し た 

協 議 調 整 事 項 等 

○大綱の策定について 

○大井の教育について 

○その他 

会 議 の 経 過 別紙のとおり 

傍 聴 人 ３人 
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会議の経過 

 

露木課長 

 

 

 

 

 

 

 

間宮町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

露木課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間宮町長 

 

 

 

 

 

１ 開会 

  皆様、こんにちは。定刻前ではございますが、皆様お揃いですので、

只今から平成２７年度第２回大井町総合教育会議を開催いたします。

本日、進行を務めさせていただきます総務安全課長の露木と申します。

よろしくお願いいたします。 

  それでは早速、次第に沿って進めさせていただきます。 

  次第２ 町長あいさつ よろしくお願いいたします。 

  

２ 町長あいさつ 

  あらためまして、皆様、こんにちは。暦は春になりましたが、最近

では、寒暖の差が激しい日が続き、その影響からか保育園からは、イ

ンフルエンザによる欠席者の報告を受けているところです。このよう

な中、教育委員の皆様におかれましては、午前中に教育委員会が、午

後からは大井町第２回総合教育会議が開催され、御出席賜り感謝申し

上げます。第１回総合教育会議では、運営方法や大綱を示させていた

だきました。本日は、大綱の策定について決定をいただき、併せて大

井の教育について議論をしていただきます。また、次年度の運営につ

いて御意見をいただきたいと考えておりますので、御協力をお願いし

あいさつといたします。 

 

  ありがとうございました。ここで本日の出席者でございます。配付

させていただいております総合教育会議構成員名簿のとおりでござい

ますが、昨年１０月２８日に開催されました第１回総合教育会議より

教育委員交代がございまして、中條委員が今回から出席となっており

ます。また、今回の協議・調整事項でございます大井の教育の説明の

ため、教育委員会事務局より秦指導主事と遠藤社会教育主事が出席し

ておりますので御承知おきください。 

  それでは、次第３の協議・調整事項に移ります。本会議の運営要綱

第２条の規定によりまして、町長が会議の議長になると規定されてお

りますので、間宮町長に進行をお願いします。 

 

  それでは、私が議長を務めさせていただきますが、会議の性格上、

私からも意見を述べさて頂くことがあろうかと思いますが、予め御了

承をお願いいたします。 

  まず（１）「大綱の策定について」前回の会議の意見を踏まえまして、

基本方針 学校教育 ３について修正等また皆様から御意見をお願い

し、事務局から説明をお願いします。 
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石井課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間宮町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

牧野委員 

 

 

 

間宮町長 

 

 

 

 

夏苅教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）大綱の策定について（資料１） 

 お手元の資料１につきまして、御説明申し上げます。前回教育大綱

の案をお示しした中で、基本方針 学校教育 ３で、「小・中学校の連携

による」との表現でお示したものが、前教育委員の山崎委員から幼稚

園の教育も一体的に取組んでいるので示すべきと御意見がありまし

た。それについて、調整をさせていただきました。今回お配りした資

料のとおり、「幼稚園、小・中学校の連携による一貫した教育を推進し、

幼稚園教育及び学校教育の充実を図るとともに、教育環境の整備・充

実に努めます。」という表現に改めました。経過としては、以上となり

まして、「幼稚園」が加わったということでございます。 

 

  これについて、私から意見を述べます。幼稚園と特定するよりも、

保育園との関わりも幼児教育は重要だと思います。近年、私も保育園

の保育中心というよりも、幼児教育の場という意味で教育関係で御苦

労された先生を園長として採用し、保育士等の指導もさることながら、

園児や保護者等に対しましても、そういう観点から取組んでいただい

ております。大綱の表現としては、「幼稚園教育」よりも「幼児教育」

と表現してはと考えますが、皆さんの忌憚のない御意見をお願いしま

す。 

 

 午前中にこの話がございまして、大井の教育には、幼稚園に保育園

は入っているのではないかと意見や表現したほうがいいのではないか

との意見が出ましたが、まだ委員会の中では決定していません。 

 

  今後は、この会議に子育て健康課長も出席をお願いし、総合的に幼

児教育をしていく、当然その中では、幼稚園も保育園も同列にあった

ら望ましいと考えますので、御理解を賜りたい。委員の皆様から御賛

同いただければと思いますが御意見どうでしょうか。 

 

  間宮町長から幼稚園の文言について御指摘をいただきました。前回

の総合教育会議を受けて、幼稚園教育の連携や交流が既に図られてい

る中で検討、協議した結果、今回の案文をお示しさせていただきまし

た。 

  御指摘の件につきましては、実際、保育園も含めて交流等を行って

いるのが実態であります。大井の教育を踏まえて、この大綱は作成さ

れておりますので、整合性を加味しなくてはならないと思います。ま

た、認定こども園も含めたときには、幼児教育という幅広い視点から

も話題になっておりますし、文部科学省も同様の文言を使用していま

す。町当局の子育ても関連してくるとなれば、具体的には、「幼稚園」
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間宮町長 

 

 

石井課長 

 

 

 

 

 

間宮町長 

 

 

夏苅教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間宮町長 

 

 

 

 

 

 

間宮町長 

を「幼稚園・保育園」とし、その後の「幼稚園教育」を「幼児教育」

としてはどうかと思います。間宮町長からの御指摘も叶い、実質的に

も大井保育園等とも子ども達は交流を図っております。どうでしょう

か。 

 

  夏苅教育長から提案がなされました。これについて事務局で文言の

整理をして読み上げてください。 

 

  夏苅教育長より御提案がありました基本方針 学校教育 ３につい

て、改定案を読み上げさていただきます。「幼稚園・保育園、小・中学

校の連携による一貫した教育を推進し、幼児教育及び学校教育の充実

を図るとともに、教育環境の整備・充実に努めます。」という案でござ

います。 

 

  事務局より修正案が示されました。それについて御意見はどうでし

ょうか。特にないようでしたら、決を採りたいのですが。 

 

  間宮町長、その前に一点よろしいでしょうか。教育委員会で皆様と

協議した中で、御案内のとおり県立高校改革によって、足柄高校がイ

ンクルーシブ教育の実践推進校いわゆるパイロット校に指定されまし

た。それに伴いまして、本町の中学校についても若干関わる内容が出

てくるのではないかということで、状況によっては、大綱に盛り込む

ことも必要ではないかとの発言をさせていただきました。その後の状

況から、大綱には盛り込まなくてもいいのではないかと結論に達しま

した。と申しますのは、大井町立中学校が足柄高校と連携型中高一貫

教育を実施する方向で現在進んでおります。既に２月１０日の県教育

委員会会議でも決定されたと聞いております。これらを踏まえまして、

大綱には示さないものの大井の教育に明記することで確認させていた

だいており、今日の午前中の教育委員会でも確認させていただいてお

りますので、御理解いただければと思います。 

 

  夏苅教育長からインクルーシブ教育が４月から実施されると説明が

あり、それについて教育委員会で協議がなされたということです。先

程、大綱の基本方針 学校教育 ３について修正がされましたが、よろ

しいでしょうか。 

 

  ～異議なし～ 

 

  賛成ということで資料１の(案)を削除していただきますが、新しいも
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秦指導主事 

 

遠藤社会 

教育主事 

 

間宮町長 

 

 

 

 

石井委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間宮町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のについては、後日差替えをさせていただきますので、御理解をお願

いします。 

  それでは、次の（２）「大井の教育について」事務局から説明をお願

いします。 

 

（２）大井の教育について（資料２） 

 （※資料の基本方針、基本目標、学校教育について説明をした。） 

 

 （※資料の社会教育について説明をした。） 

 

 

  只今、事務局から大井町の教育について学校教育と社会教育の説明

がなされました。特に、学校教育では、先程お認めいただきました教

育大綱の文言によって、修正する点もあるかと思いますが、忌憚のな

い御意見をお願いします。いかがでしょうか。 

 

  間宮町長の御理解によりまして、お陰様で湘光中学校の大規模改修

も完了しまして、見違えるような立派な校舎になりました。教室内や

廊下等は、木材を利用し落ち着きがある校舎になったと思います。今

後、大井の教育の中に老朽化対策で、小学校の改修に着手していただ

けるとのことで、引続き教育環境の整備にも、お力添えをいただけれ

ばと思います。 

  また、間宮町長が予てからおっしゃられていました小児医療費の助

成が今年の４月から中学校３年生まで拡大されることになりまして、

保護者としてもありがたいことだと思っております。こちらにつきま

しても、子育て支援について引続きお力添えをいただきたいと思いま

す。 

 

  老朽化とありますが、老朽化という表現がいいのかと感じます。朽

ちるという字でありますが、そこまでいかずに、言葉を選べないのか

と思いますが、特に学校のエアコンの導入は避けては通れないと考え

ております。この導入において国庫補助を使うためには、大規模改修

工事をする必要があり、それには老朽化という文字を使わなければな

らないのかわかりませんが、やはりメンテナンスとして考えてやって

いく必要があると感じます。そういう点では、行政は立派なものは作

りますが、その後はお金をかけずに、本当に痛んでから手をかけるこ

とが多いと思います。子どもたちが授業を受けやすくするように適度

にメンテナンスしていくことが必要だと考えておりますので、皆様の

御協力をお願いします。 
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夏苅教育長 

 

 

 

 

 

 

 

間宮町長 

 

 

夏苅教育長 

 

 

 

 

 

 

 

間宮町長 

 

 

 

夏苅教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  また、小児医療費の助成を行いつつも尐子化対策や定移促進を図っ

ていきたいと思いますので、御理解を賜りたいと思います。 

  他にいかがでしょうか。 

 

  先程のインクルーシブ教育について重複するところもございます

が、共生社会の中で大井の教育ついても以前より支援教育や人権教育 

という視点で主要施策に位置付けてきました。今回、国の動きもある

中で改めて６にインクルーシブ教育を明記させていただきました。推

進に努めていくと同時に、来年度につきましては足柄高校と情報交換

や交流等が多くなりますので、明記させていただいたことを確認させ

ていただきます。 

 

  インクルーシブ教育は、茅ヶ崎市、寒川町、厚木市と足柄地域１市

５町でやるようですが、この他の市町村もやりますか。 

 

  やりません。パイロット校として県からは３校指定しています。当

初４年間この３校を指定し、段階的に２０校程度にしていく構想だそ

うです。先般の教育長会議では、近隣から入学者選抜の意見が出され

ました。この地区は足柄地域１市５町での連携型教育になりますが、

教育事務所でいえば２市８町になり、昔でいえば県西学区になります。

そういう意味では、気になるところもございます。しかしながら、今

後進めていくうえでの第１歩なのかと思っております。 

 

  中学生が高校学区の中で移動すると通学の問題が出てくるのではな

いか。通学費の問題であるとか。まずは制度を理解することが第１歩

だと思います。 

 

  志願資格の対象生徒は、知的障がい者で療育手帳Ｂ２を取得できる

程度で、学級集団で学習や生活が可能な生徒を想定しての連携枠で入

学者選抜を行う方向で現在検討されています。この他には、医療ケア

を要さない、公共交通機関等を利用して自力で通学ができる、志願先

の高校との連携や交流事業に参加し入学意欲がある者といった要件を

満たした者が対象になります。今後、調整し１年かけて２９年度から

実施していくことで動いています。まだまだこれから詰めておくべき

問題もあると思います。 

  もう１点ございます。大井の教育に明記させていただいたひとつが、

先程、間宮町長から御指摘いただいた幼稚園教育の関係です。来年度、

大井幼稚園と大井第二幼稚園については、預かり保育を午後４時から

午後５時まで延長することで実施していきたいと思います。今年度の
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間宮町長 

 

 

 

 

 

 

 

夏苅教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋本委員 

 

 

 

 

 

 

 

間宮町長 

 

 

 

 

実績を見ましてもかなり利用があります。先程、午前中の会議でも橋

本委員から御指摘をいただいたところでございますので、主要施策の

１番目に新たな幼稚園運営の推進を位置付けてはどうかと、事務局と

しては考えているところです。相和幼稚園の取組みもございますので、

１点設けました。先程の話、もう尐し幅広く幼児教育を含めて明記す

るのがいいかと考えましたので、吟味していきたい。 

   

  交通に関して子ども達は、自分の目で見て避けるとか逃げるとか咄

嗟の判断ができないのだろうか。人任せになりすぎていないだろうか。

どうやって自分の身を守るか考える必要があると思います。生きてい

くうえで必要な知恵を出すために、良いこと悪いことを判断するため

に学んでいると思います。優しさは自分ではなく人に対してあるべき

で、教育だけの問題ではないと思いますが、自分を守るためにいろい

ろなことを学ぶことが足りないのではないかと思います。 

 

  今おっしゃられたことは、学校現場でも一致するところがございま

す。例えば、運動会の約束事で保護者の参加の仕方に目に余る行為が

ある。それを注意するとその行為について約束事に書いていないじゃ

ないかと、だんだん禁止事項が増えてしまうことで苦慮していると校

長から報告を受けています。これをどうしたらいいか、これは家庭教

育にも繋がっていくとも思います。先程、遠藤社会教育主事から話が

ありましたが、家庭教育にプラスワンということで、今年度リーフレ

ットを作りまして、学級懇談会で活用していただいて話題にしていた

だいております。その会議が来週ございますが、ＰＴＡの方にも話題

にしていただけたらいいと思います。 

 

  相和幼稚園と相和小学校が新たに小規模特認校が始まりました。先

程の午前中の会議の中では、相和地区以外で通われる方が幼稚園、小

学校で２人ぐらいずつだと伺いました。私としてはもう尐し多いので

はと思っていましたが、１０人も２０人も来られても、幼稚園、小学

校運営に支障を来すと思います。毎年ある程度の人数が相和地区以外

から通っていただくようなことを考えていかなくてはいけないと思い

ます。 

 

  新しい制度を立ち上げるに当たって、相和地域の方々の御意見も聞

きましたが、それも一つの策であるが、あまり多くは望まない御意見

もありました。私は理想であれば５人程度を期待したいが、徐々に増

えていけばいいと思う。自己の判断で選択していただくものですが、

場合によっては新たな方策も考える必要があると思います。地域の方
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間宮町長 

 

 

夏苅教育長 

 

 

 

 

 

 

間宮町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋本委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間宮町長 

 

 

の御意見を伺った中では、スタートとしては良かったのではないかと

判断しています。今後、検討課題も出てくると思います。 

  いかがでしょうか。（２）「大井の教育について」は、文言等の整理

を次回までにするということでよろしいでしょうか。 

 

 ～異議なし～ 

 

  それでは、（２）「大井の教育について」を閉じさせていただき、次

の（３）「その他」ですがいかがでしょうか。 

 

  次年度の方向性について、取り上げる内容についてお話します。特

に大綱については、先程策定したこところでございますし、様々な教

育課題がある中で、ある部分を集中して間宮町長を交えて話題にして

いただければと思います。幼児教育ということで子育て健康課長にも

参加していただくお話もございましたので、幅広い幼児教育を話題に

してはどうかと思いますが。 

 

  幼児教育は、幼稚園や保育園でやる幼児教育もあるし、子育て支援

でやる面もある。子育て支援センターでの活動によっても幼児教育は

やっているが、幼児を持つ保護者の教育が重要ではないかと思います。

どちらかというと親が子どもになっているのではないだろうか。親の

目がスマホに代表される電子機器に向いていて、子どもに向いていな

い。スマホで得た知識は一部では攻撃的に向けられたり、また深みに

はまっていき自分が被害者になりかねないこともありうる。このこと

は大事なことだと考える。 

 

  間宮町長が言われたように、スマホで情報は得るのでしょうが、そ

の情報を選択する力がないため、情報に振り回されてしまったり、数

多くの友達とＬＩＮＥで繋がってはいるのですが、お母さん同士の関

わり合いが希薄で、そのためお母さんたちはどこに何を言っていいの

かわからない状況になっている方もいます。切れ目のない子育て支援

を継続していただいて、お子さんが大きくなったら大きくなっただけ、

その時々の悩みが多くあるのでその時々に合わせたフォロー、支援、

教育といったら語弊があるかもしれませんが、何か指針になるような

講演や研修が必要なのかと感じています。 

 

  負の連鎖があるが、一つ方向が間違うと深みにはまっていくと言え

る社会になっている。 
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夏苅教育長 

 

 

 

 

 

 

橋本委員 

 

 

 

 

 

 

間宮町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

露木課長 

 

 

 

 

 

  インターネットによる情報モラルの教育は、特に中学生に、小学生

にも行っておりますが、それは保護者も含めてやっていかなければい

けない内容と思っています。実際行っておりますが、実態としてはと

いうところが、橋本委員の御指摘のところかなと思います。橋本委員

はそういった意味の関わりを持っておりますので、教育的視点からで

きることについて考えていかなくてはいけないと思います。 

 

  家庭向けのリーフレットがとてもいいものなので、それに基づいて

何か焦点、項目を絞って、お母さん達に研修なりそういう機会を与え

てもいいのかと思います。ただ小学校のお母さん達は、働いている方

が多いので社会教育学級など、行事を多く設けていただいております

が、その設定というところで日中だとなかなか参加できないので、ひ

と工夫必要かと思います。 

 

  確かに働いている人が多い、特に小学校３年生ぐらいになってくる

とやむを得ないだろうが、子どもにお金もかかってくるだろうし、た

だ大きな問題だと思います。何かを買うことも必要だが、物を大事に

することも大事だと思います。 

  他にいかがでしょうか。 

御意見も出尽くしたようですので、御意見については今後の教育活

動に協議、調整していきたいと思います。 

  今年度の総合教育会議は、これで終了となります。来年度は、２回

程開催の予定をしております。また、先般も委員の皆様との懇談の場

を作っていただきまして、意見交換をさせていただきました。オフィ

シャルな場だけではなく、委員の皆様とは御一緒する機会があります

ので、今後も忌憚のない意見交換をさせていただきたいと思います。 

 

４ 閉会 

  ありがとうございました。 

  これをもちまして、平成２７年度第２回大井町総合教育会議を終了

させていただきます。長時間にわたりお疲れ様でした。 

 

  閉会時刻 １４時４０分 

 

 


